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【物流】 世界と競う港湾サービスの実現

【交流】 活力と魅力あるベイエリアの形成

【環境】 環境と共生するみなとづくり

【安全】 首都東京の危機管理機能の強化

東京港への要請・港湾計画の方針東京港への要請・港湾計画の方針

物流のグローバル化と輸送革新への対応

都市再生のリーディングエリア

環境にやさしい港湾空間の創出

首都東京を支える防災機能の強化

首都圏の生活と産業を支える東京港の国際競争力を強化

物流・交流・環境・安全の４つの機能が融合した魅力あるみなとの実現

東京港への要請東京港への要請

港湾計画の方針港湾計画の方針

４つの機能別の方針４つの機能別の方針
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＜課題＞
○アジア諸港の躍進により我が国の相対的地位が低下。基幹航路の寄港頻度低下が危惧される。
○中国等のアジアからの貨物が急増。既存のコンテナ埠頭では取扱能力がほぼ限界。
○埠頭計画にあわせ、埠頭背後の物流機能の強化が必要。

＜課題＞
○アジア諸港の躍進により我が国の相対的地位が低下。基幹航路の寄港頻度低下が危惧される。
○中国等のアジアからの貨物が急増。既存のコンテナ埠頭では取扱能力がほぼ限界。
○埠頭計画にあわせ、埠頭背後の物流機能の強化が必要。

＜対応＞
○中央防波堤外側・新海面処分場に高規格コンテナターミナルを計画。既存埠頭では、各埠頭を拡張。
○外貿コンテナを取扱う全ての埠頭を「効率的な運営を特に促進する区域」に指定。
○高機能物流拠点やバン・シャーシプールなど、コンテナ貨物を取扱う港湾関連用地を確保。

＜対応＞
○中央防波堤外側・新海面処分場に高規格コンテナターミナルを計画。既存埠頭では、各埠頭を拡張。
○外貿コンテナを取扱う全ての埠頭を「効率的な運営を特に促進する区域」に指定。
○高機能物流拠点やバン・シャーシプールなど、コンテナ貨物を取扱う港湾関連用地を確保。

１【物流】外貿コンテナ埠頭計画１【物流】外貿コンテナ埠頭計画

コンテナ関連用地の確保41ha

コンテナ関連用地の確保 82ha

品川コンテナ
岸壁(-10) 2B 435m
【外貿雑貨等をコンテナに変更 225m】 青海コンテナ

【埠頭用地の拡張 53ha→ 68ha】
大井コンテナ
【埠頭用地の拡張 97ha→ 113ha】

新海面処分場コンテナ
岸壁(-15～-16) 1B 400m
【高規格コンテナターミナルの整備】

中央防波堤外側コンテナ
岸壁(-15～-16) 2B 800m
岸壁(-11) 1B 230m
【高規格コンテナターミナルの整備】

■ 外貿コンテナ埠頭の状況

３

品川埠頭

大井埠頭

青海埠頭

中防外

新海面



＜課題＞
○内貿貨物のユニット化の進展によりRORO船の貨物が増加。ユニットロード埠頭が不足。
○既存のユニットロード埠頭では、RORO船の大型化に未対応。
○背後ヤードの不足により、非効率な横持ち輸送発生。

＜課題＞
○内貿貨物のユニット化の進展によりRORO船の貨物が増加。ユニットロード埠頭が不足。
○既存のユニットロード埠頭では、RORO船の大型化に未対応。
○背後ヤードの不足により、非効率な横持ち輸送発生。

＜対応＞
○中央防波堤内側に新たなユニットロード埠頭を計画。暫定利用している15号地は計画に位置づけ。
○既存埠頭は、各岸壁の水深を8.5mに増深改良。
○10号地その2は、ユニットロード埠頭の背後ヤードを拡張。隣接するフェリー埠頭とあわせて再編。

＜対応＞
○中央防波堤内側に新たなユニットロード埠頭を計画。暫定利用している15号地は計画に位置づけ。
○既存埠頭は、各岸壁の水深を8.5mに増深改良。
○10号地その2は、ユニットロード埠頭の背後ヤードを拡張。隣接するフェリー埠頭とあわせて再編。

10号地その2 ユニットロード

岸壁(-8.5) 6B 1,380m

【水深の増深】

品川ユニットロード

岸壁(-8.5) 5B 1,150m

【水深の増深】

中央防波堤内側ユニットロード

岸壁(-8.5) 2B 460m

２【物流】内貿ユニットロード埠頭・フェリー埠頭計画２【物流】内貿ユニットロード埠頭・フェリー埠頭計画

15号地ユニットロード

岸壁(-8.5) 2B 430m

【木材埠頭等をユニットに変更】

10号地その2 フェリー

岸壁(-8.5) 1B 260m

【フェリー埠頭の再編】

■ 内貿ユニットロード埠頭の状況（１０号地その２）
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＜課題＞
○東京国際空港再拡張事業の新滑走路建設に伴
い、第一航路の移設が必要。

○近年、欧米との基幹航路には、10万DWT級の
コンテナ船が投入されており、船舶の大型化
への対応が必要。

＜課題＞
○東京国際空港再拡張事業の新滑走路建設に伴
い、第一航路の移設が必要。

○近年、欧米との基幹航路には、10万DWT級の
コンテナ船が投入されており、船舶の大型化
への対応が必要。

＜対応＞
○船舶及び航空機双方の運航の安全性が確保で
きる位置に第一航路を移設。

○第一航路の幅員は、船舶の大型化に対応する
とともに大型船舶が対面航行できるよう、600
～700mに拡幅。

○新たな航路線形を考慮するとともに港内の静
穏度を確保できる位置に沖防波堤を配置。

＜対応＞
○船舶及び航空機双方の運航の安全性が確保で
きる位置に第一航路を移設。

○第一航路の幅員は、船舶の大型化に対応する
とともに大型船舶が対面航行できるよう、600
～700mに拡幅。

○新たな航路線形を考慮するとともに港内の静
穏度を確保できる位置に沖防波堤を配置。

３【物流】水域施設・外郭施設計画３【物流】水域施設・外郭施設計画

沖防波堤（東）
【計画削除】

Ｎ

沖防波堤 200m

沖防波堤（西）
【計画削除】

西防波堤 284m
【既設192m撤去】

泊地
水深(-11) 8ha

航路・泊地
水深(-15～-16) 134ha

凡   例

計　　画　　　　 計　　画
既　　設　　　　 既定計画

（水域施設） （外郭施設）

東京国際空港

（羽田空港）

中央防波堤外側

新海面処分場

第一航路
水深(-15～-16)
【航路の移設】
【航路の拡幅 450～600m→ 600～700m】

５

東京国際空港再拡張事業



＜課題＞
○首都圏の生産地・消費地に至る円滑な交通ネットワークの形成が求められている。
○開発が進む中央防波堤地区において、港湾関連車両の円滑な動線の確保が必要。

＜課題＞
○首都圏の生産地・消費地に至る円滑な交通ネットワークの形成が求められている。
○開発が進む中央防波堤地区において、港湾関連車両の円滑な動線の確保が必要。

４【物流】臨港交通施設計画４【物流】臨港交通施設計画

＜対応＞
○東京港臨海道路等の既存の臨港道路と主要幹線道路・高速道路を結ぶ道路を臨港道路として計画に位
置づけ。

○中央防波堤地区は、各埠頭計画・港湾関連施設計画に対応した臨港道路網を形成。

＜対応＞
○東京港臨海道路等の既存の臨港道路と主要幹線道路・高速道路を結ぶ道路を臨港道路として計画に位
置づけ。

○中央防波堤地区は、各埠頭計画・港湾関連施設計画に対応した臨港道路網を形成。

東京港臨海道路Ⅱ期区間
(4車線)【工事中】

中防内１号線 (4車線)
中防内３～５号線 (4車線)【既設】

中防外１～６号線
(6車線)

城南島・大井２号線
(6車線)【既設】

大井２号線
(4～6車線)【既設】

６



＜対応＞
○日の出・晴海に新たな客船バースを整備し、埠頭背後の開発と一体となった新たな交流空間を創出。
○豊洲・晴海、若洲海浜公園などの親水拠点において、海上バス乗り場等の小型さん橋を拡充。

＜対応＞
○日の出・晴海に新たな客船バースを整備し、埠頭背後の開発と一体となった新たな交流空間を創出。
○豊洲・晴海、若洲海浜公園などの親水拠点において、海上バス乗り場等の小型さん橋を拡充。

＜課題＞
○東京港の海の玄関にふさわしい、旅客船埠頭の充実と魅力ある交流空間の創出が必要
○東京港全域に分布する親水拠点と臨海副都心等の各地区を有機的に結ぶアクセスが不足。

＜課題＞
○東京港の海の玄関にふさわしい、旅客船埠頭の充実と魅力ある交流空間の創出が必要
○東京港全域に分布する親水拠点と臨海副都心等の各地区を有機的に結ぶアクセスが不足。

５【交流】旅客船埠頭計画５【交流】旅客船埠頭計画

京浜島つばさ公園
（京浜６区）
小型さん橋

東海ふ頭公園
（大井ふ頭その１）
小型さん橋

城南島海浜公園
（大井ふ頭その２）
小型さん橋

若洲海浜公園
（１５号地）
小型さん橋

夢の島マリーナ
（１４号地その１）
小型さん橋

辰巳の森海浜公園
（７号地）
小型さん橋

豊洲ふ頭
小型さん橋

晴海ふ頭
小型さん橋

日の出貨客船
岸壁(-7.5) 2B 310m
【離島航路・湾内クルーズへの対応】

晴海客船
岸壁(-11) 1B 350m
岸壁(-10) 2B 450m（既設）
【大型外航客船への対応】

７



６【環境】港湾環境整備施設計画６【環境】港湾環境整備施設計画

＜課題＞
○港内全域の陸域と水域を一体的に捉え、親水空間の提供や自然環境の保全・再生に取組んできた「水
と緑のネットワーク」のさらなる拡充が求められている。

＜課題＞
○港内全域の陸域と水域を一体的に捉え、親水空間の提供や自然環境の保全・再生に取組んできた「水
と緑のネットワーク」のさらなる拡充が求められている。

＜対応＞
○中央防波堤内側「海の森（仮称）」を中心に新たに200haの緑地空間を拡充。
○中央防波堤沖や東京港野鳥公園前面等に磯浜・干潟を整備し、多様な生物の生息環境を創出。

＜対応＞
○中央防波堤内側「海の森（仮称）」を中心に新たに200haの緑地空間を拡充。
○中央防波堤沖や東京港野鳥公園前面等に磯浜・干潟を整備し、多様な生物の生息環境を創出。

■ 水と緑のネットワーク
東京港野鳥公園

海浜（干潟） 延長850m

辰巳の森海浜公園
海浜 延長520ｍ

中央防波堤沖
海浜（磯浜）
延長1,000ｍ

中央防波堤内側
海の森（仮称）
緑地 面積86ha

中央防波堤沖
海浜（磯浜）

中央防波堤内側
海の森（仮称）

８
■ 整備イメージ



＜課題＞
○首都直下地震等の大規模地震発生の切迫性が指摘されており、都民の安全と安心を確保し、首都圏の
経済活動を維持する、みなとづくりが一層求められている。

＜課題＞
○首都直下地震等の大規模地震発生の切迫性が指摘されており、都民の安全と安心を確保し、首都圏の
経済活動を維持する、みなとづくりが一層求められている。

＜対応＞
○大規模地震発生時に被災者の避難や緊急物資の輸送を行う耐震強化岸壁を拡充。
○震災直後においても首都圏の経済活動を維持する外貿コンテナ埠頭の耐震強化岸壁を拡充。

＜対応＞
○大規模地震発生時に被災者の避難や緊急物資の輸送を行う耐震強化岸壁を拡充。
○震災直後においても首都圏の経済活動を維持する外貿コンテナ埠頭の耐震強化岸壁を拡充。

７【安全】大規模地震対策施設計画７【安全】大規模地震対策施設計画

９

10号地その1東側多目的
1バース（新設）

10号地その2フェリー
1バース（改良）

辰巳内貿雑貨
2バース（既設）

10号地その1西側多目的
1バース（既設）

中防内内貿ユニット
2バース（新設）

中防外コンテナ
2バース（新設）

晴海旅客船
2バース（改良）

日の出貨客船
2バース（新設）

10号地その2
内貿ユニット
4バース（改良）

品川
内貿ユニット
3バース（改良）

芝浦内貿雑貨
5バース（既設）

大井コンテナ
3バース（既設）

大井食品
2バース（既設）

15号地内貿ユニット
1バース（改良）

うち は計画箇所

※（新設）は岸壁の新設に伴い耐震化、（改良）は既設岸壁を耐震化


